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執筆分担

執
筆
分
担

ま
え
が
き 

竹
内　

壮
一

第
１
章　

現
代
市
川
の
す
が
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大
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悠
三
子

第
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章　

市
川
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
展
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高
木
晋
一
郎

第
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章　

江
戸
川
と
真
間
川 

竹
内　

壮
一
・
大
矢
悠
三
子

第
４
章　

国
府
台
周
辺
地
域
の
変
遷 

小
野　

英
夫

第
５
章　

産
業
の
変
容
と
都
市
基
盤
整
備 

竹
内　

壮
一
・
大
矢
悠
三
子
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野　

英
夫
・
高
木
晋
一
郎

第
６
章　

﹁
文
化
都
市
・
市
川
﹂
を
掲
げ
て 

大
矢
悠
三
子

あ
と
が
き 

大
矢
悠
三
子
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執筆者一覧

執
筆
者
一
覧

大
矢
悠
三
子　
　

お
お
や　

ゆ
み
こ　
　
　
　
　

市
川
市
史
編
さ
ん
専
門
員

小
野　

英
夫　
　

お
の　

ひ
で
お　
　
　
　
　
　

市
立
市
川
歴
史
博
物
館

竹
内　

壮
一　
　

た
け
う
ち　

そ
う
い
ち　
　
　

千
葉
商
科
大
学
大
学
院
客
員
教
授

高
木
晋
一
郎　
　

た
か
ぎ　

し
ん
い
ち
ろ
う　
　

市
川
市
史
編
さ
ん
調
査
員

 

※
五
十
音
順
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協力者・協力機関

協
力
者
・
協
力
機
関

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
︑
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
お
よ
び
関
係
諸
機

関
︑
ま
た
︑
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
の
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
︒（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

章
扉
挿
絵

神
澤
み
ど
り

協
力
者石

井
元
彦　
　

板

稔
夫　
　

岩
瀬　

徹　
　

鏡　

正
明　
　

加
藤
厚
子

金
子
映
子　
　

白
樫　

亨　
　

舘
野
孝
子　
　

塚
本
里
乃

出
羽
海
昭
和　

鳥
居
雪
子　
　

藤
井
寛
子　
　

松
崎
安
佐
子

松
戸
登
美
江　

三
上
雅
毅

協
力
機
関

ア
イ
キ
ャ
ン
ガ
ー
デ
ン　

朝
日
新
聞
社　

市
川
市
商
店
会
連
合
会

市
川
商
工
会
議
所　

浦
安
市
郷
土
博
物
館

学
校
法
人 

和
洋
学
園　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

株
式
会
社 

市
川
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

株
式
会
社 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

月
刊
い
ち
か
わ
編
集
部

公
益
財
団
法
人 

日
本
相
撲
協
会　

公
益
財
団
法
人 

メ
ト
ロ
文
化
財
団
地
下
鉄
博
物
館

サ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ぶ
ー
け　

千
葉
県
教
育
委
員
会

千
葉
県
水
道
局
葛
南
工
業
用
水
道
事
務
所

千
葉
県
立
現
代
産
業
科
学
館　

千
葉
県
立
図
書
館　

鉄
道
博
物
館

成
田
山
仏
教
図
書
館　

野
田
市
郷
土
博
物
館

萌
文
社　

真
間
川
の
桜
並
木
を
守
る
市
民
の
会
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市史編さん事業関係者

市
史
編
さ
ん
事
業
関
係
者

市
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
五
十
音
順
）

石
川
日
出
志 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

岩
瀬　
　

徹 
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）

唐
沢　

孝
一 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）

朽
木　
　

量 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

久
留
島
典
子 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
）

佐
野　

郷
美 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）

杉
原　

重
夫 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

竹
内　

壮
一 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）

西
海　

賢
二 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

村
田　

隆
三 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

百
原　
　

新 

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）

山
﨑　

秀
雄 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

◎
吉
村　

武
彦 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

○
米
屋　

陽
一 

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～　

）

※
市
史
編
さ
ん
事
業
は
平
成
二
十
年
度
に
開
始
し
︑
本
委
員
会
は
平
成
二
十
三
年

度
に
付
属
機
関
と
な
っ
た

※
令
和
元
年
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現
在
の
委
員
長
に
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◎
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を
︑
副
委
員
長
に
は
○
印
を
付
し
た

市
川
市
史
歴
史
編
Ⅳ
編
集
委
員
会

調
査
編
集
委
員　
　
　
　

竹
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壮
一
（
～
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）

市
史
編
さ
ん
専
門
員　
　

大
矢
悠
三
子
（
文
化
振
興
課
）

博
物
館
学
芸
員　
　
　
　

小
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英
夫
（
市
立
市
川
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史
博
物
館
）

市
川
市
史
編
さ
ん
調
査
員
（
五
十
音
順
）

大
矢　

啓
介　
　

高
木
晋
一
郎　
　

八
重
樫
弘
斗

　
市
史
編
さ
ん
事
業
協
力　
　
　

生
涯
学
習
部　

考
古
博
物
館　

歴
史
博
物
館

市
史
編
さ
ん
事
業
事
務
局　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部 

文
化
振
興
課
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索　引

索引

あ
秋元重一郎　209
足立斐　197
安全都市宣言　19, 20, 22, 49, 101, 

294

い
飯島藤十郎　232
石井早生　249
市川一期埋立　263, 271
市川駅南口図書館　307
市川毛織　124
市川市外環反対協議会　280
市川市観光協会　224
市川市芸術文化団体協議会　325
市川市公民館　→中央公民館
市川市民元旦マラソン　326, 328, 

329
市川市市民文化サポーター　336, 

337
市川市生涯学習センター（メディ

アパーク市川）　15, 50, 52, 53,
160, 262, 307, 316, 337, 341, 342

市川市体育協会　207, 209, 210, 
326-329

市川市中央図書館　262, 307, 308, 
343

市川市農協　250
市川市東山魁夷記念館　316
市川市文学ミュージアム　337, 

340
市川市・松戸市外環道路対策協議

会連合（外環連合）　107, 278-
281

市川市野球協会　207
市川小学校　21, 43, 171, 174, 175, 

193, 200, 218, 296, 304, 329
市川商工会議所　256-259
市川市陸上競技協会　208, 209
市川市立特別支援学校　→須和田

の丘特別支援学校
市川市立図書館　303-306
市川善行会　131
市川図書館友の会　343, 344
市川二期埋立　263-266, 269
市川納涼会　224	
市川の梨・市川のなし　40, 252
市川の渡　76	
市川博物館友の会　314	

市川博物館　→市立市川博物館
市川橋　76, 90, 92, 97, 102, 132, 

207, 224	
市川・船橋戦争　3	
市川松戸有料道路　102, 283	
1％支援制度　350	
今井橋　76, 90, 97, 102	

う
浮谷権兵衛　224
浮谷竹次郎　131, 183, 205, 224
うずしお読書会　306
姥山貝塚　203, 311, 313, 314
姥山貝塚公園　47

え
衛戍病院（国府台衛戍病院、国府

台陸軍病院）　185, 201
営団地下鉄　94, 100
エーネ・パウラス　202
江戸川　4, 5, 12, 28, 30, 31, 42, 57,

60, 68-73, 75, 76, 81, 83, 85, 92, 
98, 110, 114-119, 121-134, 150, 
152, 158, 159

江戸川大橋　97
江戸川シンポジウム　133
江戸川水閘門　120
江戸川清掃作戦　133
江戸川放水路　4, 31, 83, 110, 115, 

116, 119, 121, 126
江戸川を守る会　131, 133

お
大柏川　134, 136, 137, 139, 140, 

143, 145, 146, 148-150, 152, 158, 
160

大柏川第一調節池　147, 150
大柏小学校　43, 44, 296, 334
大洲防災公園　48, 60
押樋良樹　343　
大町小学校　44
大町第一出荷組合　250
大町梨街道　251
大町梨業組合　251
お母さんの本棚　305, 307
岡田文秀　122
小名木川　70-72, 92, 93
鬼高小学校　44, 333

か
ガーデニングシティいちかわ　

64, 338

ガーデニング・ ボランティア　
339

外環道路　→東京外かく環状道路
外環連合　→市川市・松戸市外環

道路対策協議会連合
核兵器廃絶平和都市宣言　294
柏井公民館　319, 322-324
葛飾乗合自動車　90, 94
葛飾八幡宮　80, 85, 89, 204, 224, 

246, 304, 307, 315, 319
葛南地区工業用水道　124-127
金町浄水場　117, 132
狩野川台風　136, 141, 142
川上善六　245, 246
関東大震災　4, 5, 15, 57, 68, 85, 

90, 116, 177, 179, 197, 218, 247

き
木内ギャラリー　318
木内重四郎　177, 178
木下街道　70, 71, 83
北方橋　110
北下遺跡　290
北千葉線　105
菊花園　196
脚本家・水木洋子邸　318, 342
行船人車軌道　83
行徳可動堰　119, 121
行徳可動堰懇談会　121, 122
行徳漁業協同組合　269
行徳航路　78, 92, 93
行徳小学校　43, 44, 296
行徳船　70, 71
行徳図書館　306, 307
行徳橋　116, 119, 120, 121
行徳馬車自動車　90
共立乗合自動車　90, 94
共立モスリン　15, 89, 256

く
勤労青少年ホーム　16-18
弘法寺　8, 79-81, 175, 193, 204, 

224
隈元政次　178, 185
クリーン・ グリーン都市宣言

51, 53, 57, 61, 294
栗山浄水場　132
黒羽義治　208, 209
軍郷　208
群芳園　195
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索　引

け
京成線　→京成電鉄
京成電気軌道　4, 24, 84, 94, 184, 

196
京成電鉄（京成線）　4, 24, 68, 83-

86, 89, 94, 96, 102, 105, 108, 109, 
150, 177, 179, 182, 196, 215, 225, 
242

京成トランジットバス　109
京成バス　95, 101, 102, 109
京総電気鉄道　83
京葉線　68, 103, 265, 266, 275
京葉道路　97, 102, 106, 107, 142, 

143, 280, 290
激甚災害　146
健康都市いちかわ宣言　228
現代産業科学館　15, 109, 258,

259, 262

こ
小出勝壽　206, 207
公害監視モニター　156
考古博物館　→市立市川考古博物

館
高水工事　114
国府台衛戍病院　→衛戍病院
国府台合戦　164, 166, 227, 315
国府台球場　207, 208
国府台共栄会　213, 215, 216
国府台公園　47, 207, 210
国府台小学校　44, 218, 219, 221, 

234, 333
国府台中学校　200, 329
国府台浴場　213
国府台陸軍病院　→衛戍病院
公有水面埋立　28, 263, 265
古ヶ崎浄水場　123, 132
古賀米吉　131
国分川　134, 136, 137, 139, 143, 

146, 148-150, 152, 156, 158-160
国分川分水路　143, 146, 149
国分寺　164, 194, 204, 224, 290, 

311
国分小学校　43, 218, 234, 296
国分尼寺跡公園　47
国立国府台病院　201, 211, 217, 

225, 226
小島貞二　332　
小塚山公園　48, 289
小林義重　185, 224
コミュニティバス　109, 110

さ
最首輝夫　326
境川浪右衛門　329-332
桜並木　114, 150-153, 155, 303
さくらの会　150-153　
佐々木浅次郎　196
里見公園　48, 81, 96, 165-167,

185, 188, 192, 193, 197, 199, 213,
223-228

里見八景園　195-197
三太の渡　97, 98
三番瀬　269, 271

し
ジェラード・グロート神父　203
塩浜小学校　43
塩浜一号公園　47
塩浜学園　43, 46
四角森　188, 205, 207
式場隆三郎　220, 228
自然博物館　→市立市川自然博物

館
自動車図書館みどり号　308
市民体育大会　210, 326-329
下貝塚梨業組合　250
住居表示　8-11, 27, 28, 30, 33, 34, 

35, 40, 101, 213
首都高速道路湾岸線（湾岸線）　

106, 272
城東電気軌道　83
常磐線　74, 76, 81, 89, 99, 123
菖蒲園　80
上毛モスリン　15, 256
市立市川自然博物館　344
市立市川考古博物館　311, 313,

314, 344
市立市川博物館　137, 309, 310,

314
市立市川歴史博物館　309, 311,

313-315, 344, 345-347
市立博物館　→市立市川博物館
新行徳橋有料道路　102
新京成電鉄　96
信篤小学校　44
信篤図書館　307

す
菅野公民館　319
菅野小学校　44, 218, 333
鈴木忠兵衛　257
須和田公園　48, 188, 190, 204
須和田の丘支援学校（市川市立特

別支援学校）　296, 300, 302

せ
西部公民館　234, 319, 324

そ
総州鉄道　72, 73
総寧寺　81, 165, 167, 192, 193, 

195, 197, 225-227
総武鉄道　4, 23, 73-75, 77-81, 83, 

84, 177
総武本線　75, 76, 83, 85-87, 89, 

94-96, 99, 100
曽谷貝塚　51, 311, 313

た
第一中学校　200, 213
大正六年の大津波　4
田中喜兵衛　171, 195
高橋國雄　58
寶酒造市川工場　81
内匠堀プロムナード　110

ち
地域団体商標　40, 252
千葉街道　49, 76, 85, 92, 97, 110, 

204
千葉県営水道　123
千葉県血清研究所　173, 202
千葉県血清製造所　201, 202
千葉県立市川特別支援学校　300, 

301
千葉県立国府台高等学校　174,

200, 303, 329
千葉県立特別支援学校市川大野高

等学園　300-302, 323, 324
千葉ベタニヤホーム　202
千葉光行　61, 269, 326　
中央公民館（市川市公民館）　

319, 320, 322, 323
中央図書館　→市川市中央図書館
銚子汽船　70, 72, 74, 77, 78, 93
銚子合同汽船　93
銚子丸　70

つ
通運丸　70, 93
筑波大学附属聴覚特別支援学校　

201, 300, 302
鶴指小学校　44
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て
低水工事　114
鉄道国有法　74, 84

と
東華園　193, 196
稲荷木小学校　44, 333
東葛地区工業用水道　127
東葛乗合自動車　90, 94
東京エアカーゴ・シティ・ターミ

ナル（TACT）　107, 108, 272
東京オリンピック　8, 11, 102
東京外かく環状道路（外環道路）　

107, 275, 276, 278-287, 289-291
東京汽船　93
東京地下鉄道　90, 94
東京通運　93
東京通船　93
東京成芝電気鉄道　89
東京メトロ　24, 90
東京湾アクアライン　281
東京湾横断道路　281, 282
東京湾鉄道　83
東西線（東京メトロ）　24, 25, 33, 

68, 83, 100, 101, 103-106, 108, 
110

東台開拓農業協同組合　231, 233
東台保育園　203
道免き谷津　286
桃林　79-81
都営新宿線　25, 105
徳願寺　4, 80, 193, 306
土地区画整理組合　33, 34
土地区画整理事業　33-35, 39, 48, 

53, 103, 247
利根運河　72, 74, 81, 93, 94, 119
殿台梨組合　250

な
内国通運　69-72, 74, 77, 78, 93
中山競馬場　202
中山小学校　21, 44
流山電気鉄道　96
成田山　78, 79, 84
成田線　74, 81, 89, 93
成田鉄道　74, 75, 78, 79, 81, 84

に
新浜小学校　44
ニッケコルトンプラザ　15, 262
日毛分教室　299, 300
日本毛織中山工場　15, 99, 238,

256-258, 260, 262, 299, 300
日本考古学研究所　203, 213,
日本鉄道　74, 75, 81, 104
日本道路公団　97, 107, 286, 287

ね
根本発展会　185, 215, 217

は
蓜島寛次　196, 199
博物館ボランティア　344-347
派川大柏川　140
春木川　139, 143, 150, 158-160
阪神・淡路大震災　57-59

ひ
東関東自動車道　106, 107, 272, 

290, 291
東日本高速道路　107, 287, 290
東日本大震災　57, 324
東山魁夷記念館　→市川市東山魁

夷記念館
平田小学校　44, 333　
平田図書室　307
広尾防災公園　48, 60

ふ
冨貴島小学校　44, 158, 329, 333
福栄小学校　51
武総鉄道　72, 73
二俣小学校　44
文学ミュージアム　→市川市文学

ミュージアム

へ
ヘリーン台風　136

ほ
房総鉄道　74, 75, 83
北越製紙　89, 99, 124
北総鉄道（北総線、北総・公団線）

　25, 68, 104, 105, 217
法華経寺　5, 6, 8, 51, 79, 80, 193, 

204, 332　
堀之内貝塚　203, 310, 311, 313
堀之内貝塚公園　47
本州製紙　127-130
本多貞次郎　84, 184, 196

ま
街回遊展　317, 318　
街かどミュージアム　317, 318

まちの縁側構想　335
松戸街道　102, 167, 180, 213, 215, 

216, 329
真間川　5, 110, 114, 134, 136, 137, 

140-146, 148-156, 158-160, 204
真間川流域研究会　136, 154, 155
真間川流域総合治水対策協議会　

160
真間小学校　44, 218, 219

み
みずアドバイザー　159, 160
水木洋子市民サポーター　340,

342　
水木洋子邸　→脚本家・水木洋子

邸
道の駅いちかわ　110
湊の渡　97
南行徳漁業協同組合　267, 269
南行徳小学校　43, 44, 110, 296
南行徳図書館　307
南八幡浄水場　127
宮久保小学校　44
宮田小学校　44, 200, 333
妙典小学校　43, 51, 52, 334

む
迎米共同選果場　250　
武蔵野線　25, 68, 103, 140, 322

め
メディアパーク市川　→市川市生

涯学習センター

や
八幡小学校　43, 296
八幡梨　246, 247

ゆ
遊水機能保全協定制度　147

よ
芳澤ガーデンギャラリー　318
吉田稲之助　224

り
陸軍騎砲兵大隊　185, 188
陸軍教導団　4, 73, 164, 168-174,

177, 185, 296
陸軍高射砲第115連隊　190
陸軍独立高射砲第3大隊　190,

229, 230, 232
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索　引

陸軍独立工兵第25連隊　188, 200
陸軍西練兵場　185, 188, 205-207,

230
陸軍東練兵場　188, 190, 203, 206,

229-231
陸軍野戦重砲兵第1連隊　176,

177, 180, 185-187, 230
陸軍野戦重砲兵第3旅団　176
陸軍野戦重砲兵第17連隊　188
陸軍野戦重砲兵第18連隊　200,

203
陸軍野戦重砲兵第7連隊　176, 177,

180, 185-187, 189, 206, 230
陸軍野砲兵第1連隊　174, 178
陸軍野砲兵第15連隊　174
陸軍野砲兵第17連隊　174
陸軍野砲兵第14連隊　174
陸軍野砲兵第16連隊　174, 175
陸軍野砲兵第2旅団　174

れ
歴史博物館　→市立市川歴史博物

館

ろ
六所神社　171, 205

わ
若宮小学校　44, 333
渡辺バス　90, 94
和洋女子大学文化資料館　316
湾岸道路　106, 272, 275, 280
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あ
と
が
き

平
成
の
終
幕
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
本
巻
は
︑
難
産
の
末
︑
令
和
と
元
号
が
変
わ
っ
て
の
上
梓
と
な
っ
た
︒

本
巻
は
市
史
編
さ
ん
事
業
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
た
四
人
の
メ
ン
バ
ー
が
核
と
な
り
︑﹁
変
貌
す
る
市
川
市
域
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
︑

何
を
ど
う
描
く
か
を
模
索
し
て
き
た
︒
本
巻
刊
行
ま
で
の
間
に
︑
市
制
施
行
八
〇
周
年
の
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
﹃
市
川
市
史
写
真
図
録　

こ
の
街

に
生
き
る
︑
暮
ら
す
﹄
を
刊
行
し
︑
そ
の
編
集
過
程
で
本
巻
の
細
か
な
テ
ー
マ
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
︒
写
真
図
録
刊
行
後
︑
六
人
か
ら
八
人
程
度
の
執
筆

者
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
︑
毎
月
の
よ
う
に
勉
強
会
を
開
催
し
て
き
た
︒
し
か
し
︑
そ
の
後
︑﹁
数
年
間
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
て
き
た
の
だ
か
ら
︑
思
い

き
っ
て
四
人
で
全
部
書
こ
う
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
れ
以
降
は
︑
さ
ら
に
厳
し
い
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
が
︑
こ
う
し
て
あ
と
が
き
を
書
い
て
い
る
今

も
︑
そ
の
ス
ク
ラ
ム
は
組
ま
れ
続
け
て
い
る
︒

本
巻
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
過
程
で
︑
東
京
近
郊
が
住
宅
地
と
な
り
変
貌
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
︑
東
京
周
辺
に
共
通
し
て
い
る
事
象
で
あ
る
な
か

で
︑
な
に
が
市
川
市
の
特
徴
で
あ
る
の
か
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
︒
執
筆
陣
の
な
か
で
︑
そ
れ
は
強
く
意
識
さ
れ
原
稿
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
︒

本
巻
は
近
現
代
の
な
か
で
も
︑
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
記
述
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
か
ら
︑
市
川
市
域
の
﹁
近
年
﹂
か
ら
﹁
現
在
﹂
へ
と
続
く
道
筋
を

描
い
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
︒
執
筆
者
は
︑
史
資
料
（
記
録
）
を
収
集
し
︑
分
析
し
︑
論
じ
て
い
く
わ
け
だ
が
︑
古
い
時
代
と
異
な
り
︑
そ
こ
に
は
生
き
て

い
る
人
（
記
憶
）
が
は
っ
き
り
と
存
在
し
て
い
る
︒

史
資
料
の
分
析
に
は
︑
最
大
公
約
数
的
な
論
も
あ
れ
ば
︑
視
点
ご
と
の
論
も
あ
る
が
︑
基
本
的
に
は
文
献
や
デ
ー
タ
か
ら
導
か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
︒

そ
れ
に
対
し
て
︑
記
憶
は
印
象
を
伴
い
︑
そ
れ
は
個
々
の
人
に
よ
っ
て
大
き
さ
も
色
合
い
も
様
々
で
あ
る
︒
よ
っ
て
記
憶
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
果
に
は
︑

史
資
料
か
ら
の
分
析
と
は
異
な
る
結
果
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
︒
本
巻
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
に
諸
手
を
挙
げ
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
︑
そ
れ

に
優
る
幸
福
は
な
い
が
︑
な
か
に
は
︑﹁
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
﹂
と
い
う
感
想
を
覚
え
る
箇
所
も
あ
る
か
と
思
う
︒
し
か
し
︑
そ
れ
も
ま
た
執

筆
者
に
と
っ
て
は
幸
福
な
成
果
な
の
で
あ
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
読
者
の
記
憶
を
引
き
出
し
︑
そ
の
時
間
に
︑
そ
の
場
所
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
の
な
ら
︑
そ
れ
は
市
川
市
史
編
さ
ん
事
業
の
望
む
﹁
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
市
史
﹂
と
い
う
刊
行
の
方
針
に
も
か
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
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で
あ
る
︒
そ
う
い
う
意
味
か
ら
︑
現
代
史
は
記
録
と
記
憶
が
交
差
し
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
も
い
え
よ
う
︒

各
章
を
論
じ
て
い
く
な
か
で
︑
本
巻
の
執
筆
陣
に
は
︑
も
っ
と
追
求
し
た
い
事
柄
や
新
た
な
テ
ー
マ
が
既
に
生
ま
れ
て
い
る
︒
本
巻
を
読
ん
で
い
た
だ
い

た
方
々
に
も
︑
沸
い
て
き
た
疑
問
や
反
論
︑
あ
る
い
は
共
感
を
通
じ
て
︑
わ
が
街
・
市
川
を
感
じ
︑
ま
た
考
え
て
い
た
だ
れ
ば
︑
そ
れ
が
市
川
市
の
新
た
な

知
の
蓄
積
と
な
り
︑
真
に
文
化
都
市
と
標
榜
で
き
る
大
き
な
根
拠
と
な
る
と
信
じ
て
や
ま
な
い
︒

令
和
元
年
十
二
月

市
川
市
史
編
さ
ん
専
門
員　
　

大
矢 

悠
三
子
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